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平成 25 年 6 月 13 日 

 

各      位 

 

会 社 名  株式会社京王ズホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 横江 実 

（コード番号 3731 東証マザーズ） 

問合せ先  取締役管理部長  湯瀬昭宏  

（TEL．  022－ 722－0333   ） 

 

平成 25 年 10 月期第２四半期累計期間連結業績予想と 

実績との差異及び特別損失計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 24 年 12 月 13 日の決算発表時に公表した平成 25 年 10 月期（平

成 24 年 11 月 1 日～平成 25 年 10 月 31 日）の第２四半期累計期間連結の業績予想と実績との差異につ

いて、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 25 年 10 月期第 2四半期連結業績予想との差異について 

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

（累計）四半

期純利益 

一株あたり 

（累計）四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,000 250 230 160 29.11 円 

今 回 実 績（Ｂ） 7,898 145 183 54 10.00 円 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 898 △105 △47 △106 △19.11 円 

増 減 率（％） 12.8 △42.0 △20.1 △65.7 － 

（ご参考） 

前第２四半期実績 

7,396 235 223 144 26.32 円 

 

２．修正の理由 

  当社グループの主力事業である移動体通信店舗事業におきましては、今後の更なる規模拡大に向

けた新卒の採用を行い、積極的な営業活動を行った結果、前年実績を上回る総販売台数を獲得しま

した。又、テレマーケティング事業におきましても同様に、新卒採用を軸に積極的な雇用拡大を行

い、規模の拡大をはかっております。その結果、売上高は順調な伸びとなったものの、移動体通信

店舗事業において、収益性の高い商材の販売比率を高める事が出来ず、携帯端末一台あたりの粗利

が低下することになり、営業利益、経常利益、四半期純利益につきましては、当初計画を下回りま

した。結果と致しまして、売上高 78 億 98 百万円、営業利益 1 億 45 百万円、経常利益 1 億 838 百万

円、四半期純利益（第 2四半期連結累計期間）54 百万円となります。 
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今後の対応策と致しまして、携帯端末一台あたりの粗利を高めるべく対応を行い、又コスト削減等

によるスリム化をはかりその対応を行います。 

また、東日本大震災による影響から安全確保のため一部営業を見合わせていた、当社保有の主要賃

貸不動産が今般全壊認定となり、行政負担による工事が開始されました。これに伴い固定資産除却損

として、152 百万円の特別損失の計上を行っております。工事負担費用は伴わないことから、今後はそ

の有効利用を促進していく予定であります。 

 

以  上 


